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佐賀県プラン 海エネVer. 

平成26年2月 



佐賀県の強み 
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・・・・とともに 

大 学 

地 域 

自 然 

企 業 

名村造船の伊万里事業所 
（出典：名村造船ホームページ） 

エネルギー 

石炭産出量 
全国の約3割 

石炭採掘 

５つの強み 

佐賀県がベストポジション 



 佐賀県海洋再生可能エネルギー協議会 

佐賀県がベストポジション 

漁業協調 
地域振興 

佐賀県海洋再生可能 
エネルギー協議会 

外部委員９名による 

H24.7  設置！ 

 県内に海洋再生可能エネルギー産業クラスター形成を目指すため、協議会を設置し、

国の「実証フィールド」誘致に向けた 佐賀県プラン をとりまとめる。  
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 【開催実績】 全８回 
 平成２４年度 ５回（７月、１０月、１２月、２月、３月）、先進事例視察２回（１１月、３月） 

 平成２５年度 ３回（７月、１１月、１月）、先進事例視察１回（１２月）  
  



海洋再生可能エネルギー実証フィールド 

実証フィールドの
場所 

佐賀県の 
北西部玄界灘 

唐津市呼子町 
加部島北西海域 

鎮西町加唐島 

呼子町小川島 
鎮西町松島 

呼子町加部島 

実証フィールド 

社 会 条 件 

ソフト面 

〇漁協との協力体制を構築した 「佐賀方式」 

  ①海域は、漁業者から推薦 

  ②佐賀県海洋再生可能エネルギー協議会の会長は、 全国で唯一、 
   漁業者代表 

    

ハード面 

〇インフラとなる基盤が整っている 

 ①海域まで1.3kmで系統連系コスト削減が可能 

 ②洋上作業船保有企業や造船所が集積 

 ③国内唯一の海エネ研究開発拠点がある 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 然 条 件  

〇文献及び実測調査で浮体式洋上風力と潮流が要件を満たした 
 

 

 

 

 

 

〇海底地形、土質等はアンカー敷設等に支障の無いことを実地調査で確認済み 
   （事業者の実証事業のため調査済） 

海洋再生可能 
エネルギーの種類 

文献調査 
実測調査 

(H24佐賀県海エネPT調査) 
水 深 

浮体式 
洋上風力 

年平均風速7～8m/s 
(地上70m) 

月平均風速7m/s 
20m以深 
50m以浅 

潮 流 1.5m/s(3ﾉｯﾄ)程度 最大流速(大潮時)1.7m/s 

そ の 他  

〇実証事業が決定 

〇周辺は、観光地で視察等による海洋観光も期待できる｡ 

〇地域経済効果は、５年間で約７億円（簡易試算）。 

〇国への提案・要望 

 

 

佐賀県と三井海洋開発㈱による合同発表会(H25.5月) 

利用者が存在 

「風の見える丘公園」 
動画・パネル等による普及啓発 

google 

（出展：企業ホームページ） 

（出展：企業ホームページ） 

動画による海エネ普及啓発 

情報発信 
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□玄海漁業協同組合連合会へ説明 

 個別漁業協同組合と調整 
 唐津海上保安部と調整 

□海域選定（漁業者推薦） 

松浦海区漁業調整委員会で説明 

   □            と調整 

平成24年3月 

平成23年12月 

 平成２３年度 

平成23年夏～ 

佐賀県の歩み 

佐賀県がベストポジション 



6月 

佐賀県 
佐賀県海洋再生可能 

エネルギー協議会 

佐賀大学（ＩＯＥＳ）  

 

6月 国へ政策提案 実地観測 

7月 第１回（会長選任ほか） 

8月 海洋再生可能エネルギー
フォーラム（知事講演） 

9月      実地観測 

10月 第２回（審議） 

11月  先進事例視察 （茨城県） 

12月 
・プラチナ構想ネットワークシ
ンポジウム（佐賀県講演） 
・国予算への緊急提案 

第３回（審議） 
 
 
 

1月 自然エネルギー協議会 
（佐賀県提案） 

 
実地観測 

2月  第４回（審議） 実地観測 

3月 
先進事例視察（岡山県、香川県） 

第５回（佐賀県プラン中間報告） 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査

 

 平成２４年度 

海域の海象
条件調査 

6 

佐賀県がベストポジション 

佐賀県の歩み 



佐賀県 佐賀県海洋再生可能エネルギー協議会 

4月   「佐賀県プラン」中間報告公表 

5月 
・“世界初” 浮体式潮流・風力ハイブリッド 
 発電 [skwíd] 発表会  
・国へ政策提案 

7月 

・佐賀県再生可能エネルギー等導入促進 
 事業で三井海洋開発の実証事業を採択 
 
・フランスの研究者が佐賀県視察 
・日仏海洋エネルギーワークショップ 
 （佐賀プロジェクト講演） 

 
 
 
 
 
 
第６回（審議） 

9月 「日本再興戦略」について国に要請 

11月 第７回（審議） 

12月 先進事例視察（大分県） 

1月 第８回（最終報告） 

（佐賀大学ＩＯＥＳを視察） （佐賀県庁での意見交換） 

佐賀県がベストポジション 

 平成２５年度 

7 

佐賀県の歩み 



漁業  

海上技術安全研究所 

製造業（造船業）  

教育（研究拠点兼） 
建設業（洋上作業船） 

電気供給業、情報通信業 

宿泊業、飲食サービス業、観光 

運輸業 建造 
組立 
メンテ
ETC 

設置 
回収 
ETC インフラ整備 

（陸上・洋上） 

視察/見学/ETC 

作業船/交通船 
簡易メンテ/管理ETC 

視察/見学/ETC 

佐賀モデル 

実証フィールド 
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 （実証フィールドを起点に地域振興へ） 



1  実証フィールドの運営主体及び運用について 
2  実証フィールドに特化した支援制度の創設 
3 実証フィールド内の規制緩和策、海洋再生可能エネ
ルギーの実用化策など 
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 海洋再生可能エネルギーの利用促進に向けた「実証フィールド」の指定について 

は、自然条件や社会条件が十分整った佐賀県海域を指定していただきたい。 

 
 
併せて、今後「実証フィールド」の運用面を検討していくにあたっては、以下を 
考慮していただきますよう提案・要望いたします。 

  

佐賀県からの提案・要望 


